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In recent years, practical education using PBL(Project Based Learning) is focused on information education
area. Eectiveness of PBLs achieve a measure of legitimacy. But, it is insucient to accumulate know-how
on ecient and eective operation of PBLs. For system development PBLs, several tools are used such as
project management tool, version control tools and so on. In such tools, a lot of information about the
development are accumulated. This study aims to provide useful information for PBL operation by collect-
ing and analyzing both tickets of Redmine which is a project management tool and commits of Subversion
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井垣, 柿元ら [2] [5] は，システム開発やプロジェク
トマネジメントの実務経験のない教員でもシステム開
発 PBL における指導を容易にすることを目指して，








































































































著者ら所属大学で 2013年度に実施された 4種類 11
チームの PBL について蓄積された情報を収集した．









































































表 1 情報収集した 4 種類の PBL
PBL種類 期間 学年 チーム数/学生数
プロジェクト学習 模擬開発 約 2か月 学部 3年 3チーム 5名
プロジェクト学習 本開発 約半年 学部 3年 2チーム 5～10名
enPiT ミニ PBL 5日間 修士 1,2年 4チーム 4～5名
enPiT 分散 PBL 約 4か月 修士 1,2年 2チーム 6～8名
表 2 11 チームから収集したデータの概要
チケット コミット ファイル
PBL種類/チーム名 期間 学年/学生数 数 数 数
プロジェクト学習模擬開発/Aチーム 約 2か月 学部 3年/5名 25 208 1,645
プロジェクト学習模擬開発/Bチーム 約 2か月 学部 3年/5名 17 108 1,596
プロジェクト学習模擬開発/Cチーム 約 2か月 学部 3年/5名 25 106 1,642
プロジェクト学習本開発/Eventチーム 約半年 学部 3年/10名 240 526 1,578
プロジェクト学習本開発/Yagaigekiチーム 約半年 学部 3年/5名 152 121 1,813
enPiTミニ PBL/Aチーム 5日間 修士 1,2年/5名 79 23 1,473
enPiTミニ PBL/Bチーム 5日間 修士 1,2年/5名 47 45 1,479
enPiTミニ PBL/Cチーム 5日間 修士 1,2年/5名 38 327 1,487
enPiTミニ PBL/Dチーム 5日間 修士 1,2年/4名 59 109 1,498
enPiT分散 PBL/Aチーム 約 4か月 修士 1,2年/6名 13 47 1,552
































一般的な PBL では週に 12 回メンバが集まって
図 2 分散 PBL B チームのチケット数推移
図 3 ミニ PBL A チームのチケット数推移
図 4 プロジェクト学習本開発 Yagaigeki チームの種類別チケット数推移
図 5 enPiT ミニ PBL D チームの作成者/担当者別チケット数

























図 7 enPiT ミニ PBL C チームのコミット回数推移
図 8 enPiT ミニ PBL 4 チームのコード行数推移
図 9 enPiT ミニ PBL 4 チームのコード行数推移 (開始時からの相対)



































































































た 2013年度実施の 11チーム分の PBLデータを基に
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